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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
あ
け
く
れ
、あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。今
年
こ
そ
は
良

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
私
は「
杏
の
会
」の
会
長
を
仰
せ
つ

か
っ
た
滝
沢
市
の
小
児
科
医
院
山
口
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
山
口
淑
子
で
す
。簡
単
な
自

己
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。石
川
県
七
尾

市
、（
日
本
海
に
飛
び
出
し
て
い
る
能
登

半
島
の
入
り
口
）で
生
ま
れ
、東
京
女
子

医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、埼
玉
医
科

大
学
で
研
修
、1
9
7
8
年
４
月
に
結
婚

し
盛
岡
に
来
ま
し
た
。
国
立
療
養
所
盛

岡
病
院
小
児
科
に
勤
務
し
1
9
9
8
年

４
月
同
病
院
退
職
し
1
9
9
8
年
５
月

９
日
滝
沢
村
で
小
児
科
医
院
を
開
業
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
70
歳
に
な
り
ま
し
た
。ま

だ
ま
だ
元
気
と
い
う
こ
と
で
、今
回
、岩

手
愛
児
会
の
応
援
隊
、杏
の
会
の
会
長
を

お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
私
た
ち
、杏
の
会
役
員
た
ち
は
昨

年
８
月
に
理
事
会
役
員
会
を
開
き
、休
止

し
て
い
た「
杏
の
会
」を
復
活
さ
せ
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。こ
の
会
は
岩
手
愛
児

会
の
事
業
の
支
援
、応
援
す
る
会
で
す
。

「
子
ど
も
こ
そ
原
点
」を
モ
ッ
ト
ー
に
岩

手
愛
児
会
は
多
く
の
悩
め
る
子
ど
も
や

家
族
と
寄
り
添
い
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
後
方
か
ら
応
援
し
て
い
く
の
が

「
杏
の
会
」の
お
仕
事
な
の
で
す
。

　
一
昨
年
医
療
施
設
の「
も
り
お
か
こ
ど

も
病
院
」が
閉
院
し
、「
子
ど
も
は
未
来
も

り
お
か
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
」に
代
わ
り

ま
し
た
。杏
の
会
の
最
初
の
お
仕
事
は
、

こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
こ
と
り
さ
わ
学
園

の
活
動
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
と
り
さ
わ
学
園
は
学
校

不
適
応
児
に
、ず
ー
っ
と
関
わ
っ
て
い
ま

す
。ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
、困
っ
て
い

る
子
ど
も
達
へ
の
活
動
を
よ
り
進
め
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
未
来
に
寄
り
添
っ
て
み

ま
せ
ん
か
！！
を
モ
ッ
ト
ー
に
も
っ
と
多

く
の
方
と
ご
一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

「
杏
の
会
」会
長

　山

　口

　淑

　子

会　報
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啄木歌碑から臨む岩手山
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社会福祉法人 岩手愛児会後援会「杏の会」規約

【名称】
第１条　本会は、社会福祉法人岩手愛児会後援会「杏の

会」と称する。（略称「杏の会」とする）
【事務所】
第２条　本会は、盛岡市上田字松屋敷11番14号に事務

所を置く。
【目的】
第３条　本会は、岩手愛児会の「子どもこそ原点」の基本

理念に沿い、「こどもの未来」を実現する愛児会
の各事業に賛同し、児童福祉と地域保健の向上
のために貢献することを目的とする。

【事業】
第４条　本会は、目的を達成するために下記の事業を行う。

⑴岩手愛児会の事業に関する経済的協力活動の推進
⑵児童福祉及び地域保健活動の向上に関わる研
修活動への助成

⑶後援会主催の講演会及び文化活動の助成
⑷その他本会の目的達成のために必要な事業の助成

【役員】
第５条　本会に、次の役員を置く。

⑴会　長　１名
⑵副会長　２名
⑶理　事　５名
⑷監　事　２名

【役員の任務】
第６条　会長は、本会を代表し、会の運営を積極的に推進

する。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があった時

はこれを代理する。
３　会長及び副会長は、理事会において互選する。

【理事会】
第７条　会長は、理事会を組織し、本会の業務を決定す

る。ただし、軽易な業務は会長が専決し、これを
理事会に報告する。

２　理事会は、次の事項を審議し、決定する。

⑴歳入、歳出に関すること
⑵決算に関すること
⑶事業計画に関すること
⑷その他重要なこと

第８条　監事は、理事会において選出し会計を監査する。
【任期】
第９条　役員の任期は、２年とする。

２　任期満了後、次期役員が就任するまでは、その職
務を行うものとする。

【事務局等】
第10条　法人本部に会業務を円滑に進めるため事務局を

置き、事務局長はその統括業務を担うものとす
る。

２　法人の会長及び所属長は本会に出席し、事業活
動に積極的に参加するものとする。

【会員】
第11条　会員は本会の目的に賛同し、年会費（年額3,000

円）を納めた者とする。　　
【総会】
第12条　総会は、年に一度会長が召集して通常総会開催

し、事業計画、予算、決算、役員改正、会則の改正
その他重要事項を審議し決定する。また必要に
応じて臨時総会を開催することが出来る。

【経費】
第13条　本会の経費は、会費でまかなう。

２　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり３月
31日で終了する。

【規約の改廃】
第14条　本規約の改廃は、総会において行うものとする。

附則
　この規約は、平成２年12月19日から施行する。
　この規約は、平成11年12月１日から施行する。
　この規約は、令和２年７月30日から施行する。

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０

会　長
副会長
〃
理　事
〃
〃
〃
〃
監　事
〃

役職名 氏　名 現在の役職等
山　口　淑　子
臼　井　由紀子
花　篭　和　博
長　内　俊　一
木　村　泰　雄
高　橋　典　成
武　田　壽　郎
村　上　武　男
工　藤　　　實
佐　藤　　　巖

医療法人山口クリニック　院長
医療法人禄三堂臼井循環器呼吸器内科　副院長
岩手愛児会　理事
元滝沢市立滝沢第二小学校　校長
岩手愛児会　理事
岩手愛児会　評議員
松園中央町内会　会長
岩手愛児会　評議員
岩手愛児会　監事
岩手愛児会　前事務局長

杏の会役員名簿

入会ご希望の方は、「杏の会」事務局までご連絡下さい。
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みちのく・みどり学園園生による奥州野岳太鼓演奏

月１回岩手町乳児健診風景
高砂子祐平名誉院長診察

令和２年11月28日「杏の会」理事会
（みちのく・みどり学園こもりうたホールにて）

みちのく・みどり学園後援会会長西館好子氏（左）と、
木板画を寄贈してくださった日本板画院名誉会員　
井上勝江氏（中央）

法人事務局エントランスに展示されている大太鼓

子ども会（小学生高学年）四ツ葉会作
カレンダー

愛
児
会
と
杏
の
会
の

　活
動
風
景

令和２年11月３日
児童養護施設みちのく・みどり学園移転新築落成記念式典
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み
ど
り
学
園
は
44
年
前
に
上
田
松
屋
敷
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。隣
接
す

る
松
園
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
50
年
経
っ
た
今
、急
速
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。愛
児
会
の
事
業
も
社
会
的
な
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。多
く
の
方
の
ご
支
援
で
み
ど
り
学
園
は
児
童
養
護
施
設
と
し
て
令
和

２
年
新
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
が
、学
校
不
適
応
児
の
通
所・入
所
施
設
の

こ
と
り
さ
わ
学
園
、診
療
所
と
な
っ
た
子
ど
も
病
院
は
老
朽
化
し
た
施
設
の

ま
ま
で
す
。

　
1
9
5
7
年
設
立
以
来「
子
ど
も
こ
そ
原
点
」と
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
っ
て
き
た
愛
児
会
を
資
金
面
で
後
援
す
る
杏
の
会
の
活
動
を
皆
様
に
広

く
知
っ
て
い
た
だ
き
、子
ど
も
達
に
よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

花
篭

　和
博

　
昨
年
の
８
月
に
、社
会
福
祉
法
人
岩
手
愛
児
会
の
後
援
会
組
織「
杏
の
会
」

が
、新
た
な「
組
織
体
制
及
び
活
動
内
容
」の
も
と
で
設
立
し
、こ
の
度
、会
報

第
１
号
を
発
行
で
き
た
こ
と
、嬉
し
く
思
い
ま
す
。

私
は
、「
杏
の
会
」と
い
う
名
称
に
は
、私
た
ち
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
杏（
あ
ん
ず
）に
は
、様
々
な
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
が
、私
は
杏
を
次
の

よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、種
子
の
中
の
仁（
さ
ね・に
ん
）が
、昔
か

ら
生
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、『
杏
は
人
の
役
に
立
つ
』と
云
わ
れ
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
の
後
援
会「
杏
の
会
」も
、名
前
の
と
お
り
、『
今
を
見
つ
め
、未
来

を
見
つ
め
て
生
き
て
い
る
多
く
の
子
ど
も
の
役
に
立
つ
こ
と
』を
願
っ
て
、

岩
手
愛
児
会
の
支
援
を
広
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

臼
井

　由
紀
子

令和３年度愛児会新規事業
岩手愛児会児童心理援助・治療センター構想

※４月よりスタートします。
岩手愛児会児童心理援助・治療センター（以下センター）
岩手愛児会は令和３年度から子どもは未来もりおかこどもクリニックとことりさわ学園が共同して上記のセン
ターを立ち上げることにしました。
このセンターは社会福祉法人独自の運営になります。
皆様のご支援よろしくお願いします。　

１．センターの目的
年々岩手県の小・中学校不登校児童は右肩上がりで増加しています。この子ども達の背景には発達障害、いじめ、
愛着障害、ゲーム依存症、虐待などの複合的な因子があります。問題はこれらの児童が複合因子を持っている
ために、教育、福祉、行政と医療現場との連携が必要です。
本センターはこの子ども達に対して、上記の関係機関に効率よくトリアージしてつなぐ作業と当センターで相
談・治療を行っていきます。

２．組織
センター内には学校教育経験者、精神保健福祉士、臨床心理士、小児科医、児童精神科医、看護師、作業療法士、児童
指導員、事務員を配置して多職種連携チームを構成して将来的には運営されるのが望ましいですが、３年間は暫
定的に上記の２施設協働で運営して行きます。
暫定組織（小児科医、教師経験者、臨床心理士、ケースワーカー、看護師、事務員）、児童精神科医が月２回程度の
スーパーバイザーとして参加します。

３．事業
ⅰ．相談事業（電話・外来相談、トリアージ）
ⅱ．ケースワーク
ⅲ．診断・治療
ⅳ．教育・研修・啓蒙活動(研究会・講演会開催)

４．施設と活動概要
受付、事務室、相談室、診察室、心理・作業療法室、会議室など岩手愛児会施設内に準備する。
週１回から２回の半日を活動日とします。

副会長あいさつ
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